
情報システムの構築環境

● 本市クラウド上に構築する場合(サーバ仮想化環境）

１ 情報システムは、クラウド仮想サーバ(ＶＭ上)のゲストＯＳにインストールし、動作すること。物理サーバの導入は認めない。

２ 情報システムの入出力データやバックアップデータ等は、クラウド仮想サーバ(ＶＭ上)と接続したストレージに格納すること。

３ クライアント仮想環境は、Citrix Virtual Apps及びシンクライアント、 Edge及びOffice2016で構成されており、

基本はＷｅｂシステムで動作すること。「Citrix Virtual Apps」へのクライアントモジュール等のインストールが必要な

Ｃ／Ｓの場合は、情報政策課に相談し検証すること。

４ 仮想サーバ及びCitrix Virtual Appsのハードウェア及びソフトウェア、WindowsゲストＯＳ、WindowsCAL、ウイルス対策ソフトは

情報政策課で用意する。各情報システム側では、ミドルウェア・ＤＢソフト・アプリケーションソフト・クライアントモジュール（ライセンス）

を用意し、設定すること。

1GBbps×2本

仮想サーバ（VMware ESXi 7.0.2以上）

※ VM1台あたりの性能 （CPU・メモリ
等)は、協議の上、必要最小限とする。

ストレージ（大容量HDD）

※ VM用・DB用ストレージ等の容量
は、協議の上、必要最小限とする。

ＯＳ
ＤＢ

アプリ

ＯＳ
ＤＢ

アプリ

ＯＳ
ＤＢ

アプリゲストＯＳ上に
情報システムを
導入すること。

データ

データは、仮想
環境ストレージ
に格納すること。

クライアント仮想環境
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